
お茶の水聖書学院同窓会発行

春頭言「え牟資の質咸」 副子院長 せスロ院竹
「愛には偽 りがあってはなりません。恙を憎み、手に縄 しみなさい。几弟愛をもって′むから互い

に愛 し合い、尊敬をもって互いに人を自分よりまさっていると思いなさい。勤勉で怠らず、霊に

燃え、主に仕えなさい。笙みを抱いて喜び、難難に耐え、絶えず祈 りに励みなさい。聖徒の入用

に協力し、本人をもてなしなさい。あなたがたを逍害する者を祝福 しなさい。ネ几ネ岳すべきであっ

て、のろってはいけません。喜ぶ者といっしょに与び、泣 く者といっしょに泣 きなさい。互いに

ひとつだになり、高ぶった思いを持たず、かえって身分のイ氏い者に順應 しなさい。自分こそ次口者

だなどと思ってはいけません。」 (□一マ12章 9-16節)   、
OBIを 卒業された皆様、お元気でしょうか。
今回は、対神、対人関係を貫く愛を考えてみました。

対神的な関係が愛 (アガペ 。9節 )であるように、対人的な関係の

基本は、兄弟愛 (フ ィレオ 010節 )と いえます。愛 (アガペ)は人

に対して用いられる場合もありますが、ここでは博愛 (アガペ)で

はなく、兄弟愛 (フ ィレオ)が使われています。いずれにせよ、愛

には偽りがあってはなりません。偽りの愛のサンプルといえば、ユ

ダの接吻があります。師よと呼びながら裏切りの合図に偽りのキッ

スをするとは !真実なキリストの弟子にこのような偽りの愛があってはなりません。真実な兄弟愛を培い

ましょう。そこで、さらに兄弟愛を持続するために、主に対する愛がしっかりしていることです。主との

関係 (縦関係)が明確であれば、兄弟との関係 (横関係)も正しく働きます。主にある兄弟を相互に暖く

愛し尊敬しましょう。そのために他人を自分よりまさっていると思いましょう。これはキリストの心 (模

範としてのキリストの姿=ピ リピ2:3)です。まず霊に燃えることです。個人的・内的な祭壇に信仰の火
が燃え続けているためには、毎日神との霊的な交わりを続けることです。いつでも祈り (12節 )聖書を開
き、神と交わるのです。希望をもって喜び、報難を忍耐しましょう (12節 )。 また勤勉で怠慢にならない

ように励みましょう (11節 )。

こうして、個人的に明白な信仰が築き上げられたなら、その愛のこころを他人に働かせましょう。そうす

るとき「他人のことをも顧みる」大人に成熟したクリスチャンの姿となることができます。聖徒の入用に

協力ることは、緊急な場合、主にある聖徒の困窮が迫っているときなどに経済的な援助をすることです。

自分は教会に十分献金しているからなどと理屈を並べて、見て見ぬ振りをしてはいけません。神に祈つて

自分から額を決め、必要に応えましょう。旅人をもてなすことは、日本の住宅事情から家庭に招いてもて

なす習慣がありませんが、海外ではよく体験いたします。たとい狭くても、旅人をホームステイに招く心

がけは必要です。 (当時の事情もありましたが)。 祝福しなさい。のろつてはいけません。共に喜怒哀楽

を共感しましょう。 (15節 )喜びは共感しやすく、悲しみは分けにくいといわれます。立場の低いものに

順応することは自分自身の罪を考えれば、決して高ぶることは出来ないはずです。主の十字架を覚えまし

ょう。そして主の一致は作るものではなく、互いに保ち合うものであることを忘れないようにしましょう

(エペソ4:3)。 OBIの同窓生は、こうした愛の実践を各教会で証しましょう。また、主に仕え、教会に仕

えましょう。そして世の光として輝かせていただきましょう。
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「忠京 ドームが下に見える′」、

「十喘 ら tい眺めですね」、会場によらイにた方々の

第一方です。今年のθBI同 寒会集会は、その会場の十

靖 らにきの感嘆に乞まオtま tた 。会場はヵ不ノホ収前

ビル21「杏 隔秩座アスター」て
゛
tた 。

4月 23日 (月 )キ前 |1時ネ、増口子院捩、世萩口副子院

よ、蘇凍副学院よ、わ丼教称主任の列席を賜 り、同憲

±232の ム岸のもと、同憲会は七 まりまtた 。

同憲会は、一う卜が集会、二→卜が愛季会 と臭わりの時で

tた 。

集会は、十島集―訃えの司会のもと、賛真と着 りから

同髭 tま tた 。二f4i分井同意会会扶の挨ザの薇、増ロ

学院よ より「イザヤ音63幸 8,9静 」の力言争から奨励

を式きま tた。次いでわ丼よ格主任から、θBIのえた

薇ネがありま tた 。θBIの 事務宮とよ安が5「杏から2F苦

に彰転 tた こと、θBI肴有の日音のデータイヒを建めて

いるとの議 tがなさイtま tた 。その薇、諷まの家議に

入 り、会計に円 tて はアメ1僣生えから2θθ6年よ決鼻彙

キと2007年晨子鼻幸の最キ、森ネ額尋 より2θθ6年なの

合計豊査最キ、そイにぞイに仝会一致ゼ承盤 さイtま tた 。

よいで、二fti同 意会会よからこの一年の同憲会の夢み

のエネがあり、その薇、新後員の家議がなさイt杏員の

賛式により下記薇員が決定いた にまにた。

会長 :二 fti分外え 会計 :′ メ1借生え
▲幕 :参 賀功え 合計豊養 :口 十息子尋 (新 )
A、 D:わ ↓壻ヒ子尋、 jみ丼ユ子尋
二→卜は,a丼ユ子尋の司会によって豊めらォtま tた 。

森春えの麦季の感謝の着 りが棒げらォtて 薇、異蛛 tい

十幸44‐理 を式きながら、料理のモも最適で楽 tい 臭わ

りの時となりまtた 。そのうち、後ヽ員が自己
`二

介兼ね、

逹泥最半 を薇 tま tた 。そオtぞイにが上のユき証 t人 と

tて 用いらォtて いることを去口り、 お臭わイリを感謝 tま
tた 。若に増口子院長はアメリカム鍬からお帰りなっ

たばかりで tた が、暮年8月え孝癌手術さオtた ことを感 tf

させないおえ気な様子に一日、■の力え を中めま tた。

オ上、二fti暮べ子尋より冴究糾リサーチコースの内末彙

キ、及び薇齢 の働 きと協力嫁頼が発 さォtま tた 。人

t繰 りにお会い tた オ々もおらイに、議が不きないうち

に予定の二時日がネて tま いまtた 。有口貞―えの周

谷着祷 をもって、同憲合はこ事舞了いた tま tた 。

今回会場またについて、わめてのこと、会長のご尽カ

があった事申 t体卜えておきます。 (′ ,ル |ィ告生え)

.・■■

B (写真提供は、世良田副学院長です。)
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「主は昔からずっと背負い抱いてこられた。 (イ ザヤ63.9)」 増田誉雄  「神の摂理 (創 45.8)」 世良田湧侍
「参カロさせて頂きありがとうございます。」藤原導入  「同窓会の皆様には、広報活動はじめ、多くのお
力添えをいただき感謝 しております。主の恙みを切に祈 りつつ。」福井誡  「参カロできて感謝です。尚OBI
の発展を祈ります。 (マタイ28:19)」 り11村禾口臣 「なつかしい人逹とお会い出来感謝です。」モンマ  「イザヤ63
の8と 9、 楽しいひと時感謝」森 登  「いつも喜んでいなさい。 (第一テサロニケ五章十六節)」 飯島多嫁夫
「わたしはイスラエルの中に七十人を残しておく。これらの者はみな、バアルに膝をかがめず、バアルに口づけし

なかった者である。(1列工 19.18)」 有田貞一

「来年もここでしましょう。会長さんよろしく。」二浦喜代子  「初`こを恙れず、信仰、希望、愛を求めつつ歩ん
でいきたいと思います。」杉山ネL子  「いつも同窓会に出席し皆様と共によろこびを味わう事が出来て感謝です。
ますます、OBIの発展を祈りつつ、学び続けたいと思います。」浪井弘子  「OBIで学べて感謝です !祈 ってゆきま
す。」福丼  Lむ さわがせるな。神を信じ、また私を信じなさい。」老境への私のみ言葉です。松岡常子  「同窓会
に参加させていただき、感謝です。二年、Sヾ りに学びにも参加させてもらっています。」米田由起子  「洞察に富んだ
人に出会ったら、朝早くからその人のもとに行き、戸口の敷活が磨り減るほど足しげく通へ(シ ラ書8:36)」 渡辺英子

「神には約束されたことを成就する力があることをかたく信じました。(ローマ4.21)」 お交わりを大切にしていきた

いと思っております。窪田淳子  「OBIの二Kの精神をいつもミに、主のため、教会に、人々に仕えていきたいと思っ
ています。」田中息子 「久し振りの先輩方 、々先生方お会いし、お交わりが出来て嬉しいです。(ピ リピ2:13)」 有田美榮子

「ハレルヤ、主の聖名を賛美致します。霊に燃え、主に仕え、望みを抱いて喜び、恙難に耐え常に祈りなさい。」皆様

の上に祝福をお祈り申しあげます。上二川教会牧師 給鳩 彰  「すべてのこと感謝、さらに同窓会が祝されますよう
に。(ゼパニヤ3:17)」 戸川偕生  「私は道であり真理であり命である。」増尾邦子  「同窓会に初めて出席させていた
だいた吉村です。これからも宜しくお願いします。」吉村瑠美子  「たとい私たちのタトなる人は衰えても、内なる人は
日々新しくされています。(||コ リント14:16)」 伊藤洋子  「いつまでもお元気で学院長をお祈りしています。」増尾善文
「主と共にOBIに常にいられることに感謝しています。」中島縫一部  「睦の時、主よ、ありがとうです !」 二浦秀弥

「あなたが切り出された岩、掘り出された穴を見よ」
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或る日の午前、祈祷会のために教会の玄関にスろうとした時、

送迎用のワこt召動 目ヾの前に停まつた 運転して来たの1賃)ら若

き女嘔 昨年度までは修養畳 して、今青援助ち冨叱館市に、

とにし 日`々 を送引け0ヽ乙 このような可隣な女

性が二人、力強い主柳 をしてお猛 。

フッコ郵ま立ち止まってしまったJコの人たちはこんなlネして
仕事が出来る人として主に用いられている。私が主に仕え

ると言つてみても、何も出来ないではない力、車の運転も

オートマ車だけで、高速にも乗れなしゝ 銀行の振込も容易

ではないし、奏楽もパソコンも駄目・・・」としう具合に

OЫを卒業じOち結構、勇んで主に仕え0とあれこれ思いを
巡らし0ヽたのに、突然、私は自信教 い、陸あ、私どう人間
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部耗浪剤タコ男わな効ゝ

陥 つと若くπ晴躙 ゞつしりと言はつひ 岬寺時中盤知ること

がでど勤めたの九7炒卜宣教に、神報 l島 |力bOたこと
c

だろ に ・̈」とたんに絡んだ風船のようl]れた私1編帝
めに似た力の無いつまらない私言い てしまった

何日か、ばんやりした状態で過ごし
~Gる
中に、―――

主は彼に仰せけЪた 晴勧 人ヾに口臼印た の力Ъ誰が

おしにしたり、耳u洲こしたり、みらしヽま目を開けたり、盲

目にするの力ちそれはこのわたし、主ではなし功、さあ行

|九 わたし力泣慮たの国と2もにあつて、あなたの言う撻

ことを教な う。」(出エジプ晴醜:11～12)

0だ、私がなすべき性事は主が教えてく淋 るの礼
「主御自身力渡なたの先に進まれ乙 」(申命記脱:D

「日ごと|めれらのほ し協鵠主、我らの拠 0申は
ほとⅣヾ き力な l信寺籍郭8:191

0BII珀 呻蛯,無 1釧卒業 吉村 瑠美子姉
1■い立ヴLi

私は、    次女として大阪で生:裁tました キリス

段 はまったく縁のない家庭でした 助 しヽ母はどうしう

わ|力 私ヽを近所lあ た「カリカ 」の幼稚園に通わせ、



姉はコ観貞スにあった「成長の家」とい)議効洪bていた幼
稚園に通わせ0ヽました 祖母や躁は他の宗教、祖父や父は

無宗教とまったくバラバラな家庭環境に育ちまし,に しかし,子

供心に神の存在を信じていました。

成長し兵庫県から東京へと引越し、やがて結婚へと導か

れ、二人の子供も与えられ、一見平和で穏やかなようで

したが、生き方や人生の目標とするものがない中、家庭

がギクシャクしてしまい
″
あ～このままではダメにな…・

″

と思い煩いの日々が続きました。

そんな時、主人の岐阜への転勤があり、両

親、姉妹のいる東京から離れ、初めての地へ向かいまし

た。「荒野への旅立ち」です。この荒野の中でこそ主と

お逢い出来ることを当時は知る由もありません。岐阜市

の笠松キリスト教会の伝道集会を通して受洗へと導かれ

ました。それから、東京にもどり朝顔教会に通うようにな

り、充実した日々を送つていました。

ある時、自分の聖書に対する知識のなさ、

また家族に伝える方法もわからない、このままではいけ

ないと思っていたとき教会の姉妹から、OBIのことを聞
き、おそるおそる通いだしました。数年間は一年 1教科

だけの学びだけでした。時間的なことや経済的な事もあ

りましたが、十年も学ぶことができるとは思つてもいませ

んでした。2007年 3月 10日 OBI第 14回卒業生として卒業

できたことは夢のようです。現在の私は 教会学校の教

師としての奉仕と、在学中に受けることのできなかった先

生の講義を受けるためにもう一度OBIに通つています。

これからの歩み「静まって主を待ち望み、祈って、持てる

力を存分に用いるものとなるように」信仰の旅路を続けた

いとねがわされます。

_■ lr_ tャ .II :́:「 :  小林 則義
OBIでは多くの人に巡り会える機会がありました。その

中で私は2005年のクリスマス集会で一人のレーマンとお

会いしました。初対面のその方といきなり2時間ほど話し

込んでしまいました。その方はなんと50名を超える教会

を牧会されていました。 10年ほど前、3名 の信徒の方と

家庭集会から始められ、 現在のような形になったそうで
す。次の年には新会堂を献堂する構想を持つておられ

ました。教会墓地は既に用意されているとのことでした。

私は彼に伝道、牧会に何か特別な方法でもあるのです

かとお聞きしました。しかし、教会はオーソドックスな福音

派で、説教も、教会音楽もとくに目新しいものではありま

せんでした。私は話をお聞きしてこのレーマンに秘密が

あるとわかりました。彼は現職の中学校の教員で超多忙

の生活を月曜日から金曜日までこなしていました。その

ストレスは相当なものだと思いました。私も中学校の教員

をやってきましたのでご苦労はよく分かりました。彼はこの

職場と生活の中で作られる説教を毎週語つているそうで

す。説教は彼の仕事と生活そのものだそうです。これは説教

学的には拙いものかもしれませんが、説得力のある生きた

説教だろうと思いました。スポルジョンがあの雪の中、教会

で聞いたレーマンの説教にも似た説得力あるものだろうと

思いました。そしてもう一つ驚いたことは、水曜 日の夜の

祈祷会に毎週40名 の方が集まるそうです。ほぼ全員が

集まるそうです。それはこのレーマンがどんなに忙しい生

活の中でも祈祷会を守り、何を第一にすべきか無言のメ

ッセージを発しているからだと思いました。

私はこのレーマンと語り合い、実生活に生きている信仰、

信仰に生かされている実体験こそが福音宣教の基本で

あることを再確認しました。福音宣教は福音によつて力強

く生かされていることにあり、技術論や方法論が第一で

はなく、福音の本質を、信仰の本質を自らが吟味し、そ

れに生かされることからはじまることを再確認しました。こ

れは私にとって目の覚めるような出来事でした。今 日のよ

うな日本ではとくに本物が求められています。人は本物を

求めています。本物があれば人は求めてきてキリストの福

音に触れることができます。

このレーマンから教えられたことは―福音宣教は福音によ

って自らが力強く生かされていることにあり、技術論や方

法論が第一ではない一ということでした。

「むレ 、心の中でキリス睦主としてあがめなさい。そして、

あなたがたのうりこある希望について説明を求める人には、

だれにヽ いつでも弁明できる用意をしてい盤 い。」
(Iペテロ3章15節 )
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